









＝大阪府のミッション＝





◇府民の誰もが文化芸術にアクセス(鑑賞・参加・表現)できるようにする。





・文化を創造し、これを享受することが、人々の生まれながらの権利である。府民が等しく、文化を身近なものとして感じ、これに参加できるようにする。


・そのことで、大阪の文化が将来にわたり引き継がれる土壌をつくる。


・また、人々に心の豊かさをもたらし、子どもたちが夢や希望をもち、自分自身を発見・表現し、自分を大切にして生きていくことにもつながる。





◇地域の自然や歴史のなかで育まれてきた文化芸術を発信する。





　・大阪の文化は、大阪の活性化に欠かせない、都市魅力の源泉として貴重な役割を果たす。


・大阪の文化を築いてきた価値をきちんと保存、継承する。


・大阪の厚みある文化価値を発信し続けることで、都市のアイデンティティ、文化魅力が創り出され、明確になる。





◇府民の自主的・主体的な文化芸術活動を支援する。





　・文化芸術を創造する府民をサポートすることは、まちづくりである。多様な文化芸術活動を支援することで、地域は豊かになる。


・また、文化芸術の力は、教育や福祉など様々な分野で求められている。それらの地域課題を解決するための活動のなかに文化を組み込んでいくことによって、地域力の回復、充実を図ることができる。











＝事業一覧＝　





◇文化芸術へのアクセスの確保


事業名�
19年度当初(千円)�
PT案(千円)�
事業内容�
�
大阪センチュリー交響楽団の運営�
418,648


�
390,000


（20年度限り）�
質の高い音楽鑑賞の機会とともに、府民に音楽に接する機会を提供している大阪センチュリー交響楽団の運営に対し、補助を行う。�
�
江之子島における文化芸術の場の提供�
文情　53,517





現美109,301


�
38,732


（20年度限り）


67,603


（廃止〔新展開に


より別途検討〕）�
府民の文化・生涯学習活動に対する支援拠点である文化情報センターと、府民に現代美術に関する鑑賞の機会や発表の場を提供する現代美術センターの機能を継承。


（23年度～）�
�
芸術・スポーツ体感事業  �
11,725�
　　 0�
大阪にゆかりのある芸術家やスポーツ選手が高等学校等へ出向き、芸術・スポーツに関する講義・ワークショップを行い、高校生の心豊かな人格形成を図る。�
�



◇文化芸術の情報発信


（大阪文化の発信）


ワッハ上方の運営�
426,874





�
403,266


（22年度までに


  移転、規模縮小）�
資料の収集や保存･展示などを行い後世に引き継ぐとともに、時代にふさわしい上方演芸の創造を促し大阪文化の一層の振興発展に寄与する拠点施設として、府立上方演芸資料館（ワッハ上方）を設置し管理運営する。�
�
大阪文化再発見事業�
4,067�
０�
大阪文化をあらゆる視点から探求し、次世代へ継承するなど府民が大阪文化の魅力を発見し、自らの手で育んでいくことを目的とした講座を実施する。�
�
新なにわ塾叢書制作�
1,292�
０�
懐徳堂、適塾の伝統を受け継いだ「なにわ塾」（83冊の叢書を発刊）を平成19年度復活させ、「大阪の足跡」を様々な角度で切り取った講座の開催及びその内容の書籍化を図る。�
�
（文化都市としての大阪を国内外に発信）


水都大阪２００９�
　　　－


�
104,000


（21年度まで）�
水都大阪のまちづくりとして、水の回廊と光あるまちづくりに取り組むとともに、市民参加の盛り上がりを図る。2009年をキックオフとして、大阪の魅力、にぎわいづくりを進めていく。�
�
アジア芸術創造プロジェクトin大阪�
　　　－�
　  ０�
アジアのプロデューサーや芸術家等に制作、交流、発表の場や機会を提供することで、広範なネットワーク作りを行うとともに、民間の芸術文化団体と連携し、大阪をアジアの芸術家が集う魅力ある都市、アジアの文化発信都市とする。�
�
山片蟠桃賞�
6,435�
０�
近世大阪の生んだ世界的町人学者である山片蟠桃の名にちなみ、日本文化の国際性を高めた優秀な著作と著者を3年ごとに顕彰する（H19実施）。�
�



◇文化芸術活動の支援


芸術文化振興補助金�
21,276�
　　 　　  ０�
民間の芸術文化団体で実施される自主的な事業に対し補助を行い、活動の育成を促進させ、府内の文化芸術の振興を図る。�
�
市町村文化振興支援事業�
21,582�
　　０�
府民にとって身近な市町村立文化ホール等での文化芸術活動の開催を促進し、市町村における自主的な取組みを実施できるよう、広域行政として支援を行う。�
�
大阪楽座事業�
5,337�
5,289


（22年度まで）�
民間団体が実施する歴史的建造物を活用した文化的活動を公募し、そのうち優れた企画に対し支援を行い、文化の力による「まちの賑わい」の創出や「大阪の活性化」を図る。�
�
大阪文化賞、大阪芸術賞、大阪文化祭賞�
5,467�
０�
1.大阪文化賞・大阪芸術賞･･大阪の芸術文化に貢献した方の栄誉をたたえ文化振興の機運の醸成を目的に、顕著な功績者に賞を贈呈する。


2.大阪文化祭賞･･２ヶ月にわたり大阪文化祭を開催し、参加公演から注目すべき成果をあげた方に賞を贈呈する。�
�
(社)大阪フィルﾊｰﾓﾆｰ協会の支援�
137,914


�
123,000


（20年度限り）�
大阪フィルハーモニー交響楽団を運営する（社）大阪フィルハーモニー協会に助成等を行う。�
�



文化振興条例推進費�
1,248�
217�
大阪府文化振興会議等に係る事務費�
�






≪今後の大阪府の文化行政について≫








＝文化振興の意義＝





○人々が、まちの歴史やアイデンティティを認識し、愛着と誇りをもつことができる。


○心の豊かさ、人間性を育み、人と人とのつながりや地域の活力を引き出す。


○文化は都市の魅力そのものであり、文化の振興は都市の再生につながる。





※ミッションを具体化するために最小限必要な事業（いずれの事業も実施にあたっては経費節減・効率化に努める。）





大阪府文化振興条例（平成17年4月施行）








＝財政再建プログラム試案（PT）文化課予算関係＝


（億円）


　�
⑲当初予算�
20年度


PT査定案�
21年度


PT査定案�
22年度


PT査定案�
�
�
�
�
�
�
�
合　　　計�
１７.０　�
１２.６　�
６.５　�
４.８　�
�
一般財源�
１０.８　�
１.５　�
０.３６�
０.３６�
�
基金取崩額�
４.８　�
１０.２　�
６.０　�
４.３　�
�
【基金残高０】
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